　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「平成２７年度後期学校評価報告」
　
1． 今年度の重点評価項目

・豊かな経験を通し，主体的に遊ぶ子どもの育成

・コミュニケーション能力の育成

・多様な動きの獲得や体力・運動能力の基礎を培う保育の実践

2． 保護者アンケート結果報告（回答率95.2％）
A・・よくあてはまる　B・・あてはまる　C・・どちらともいえない　　D・・あてはまらない
回答は，％で表しています。
	設　問　項　目
	Ａ
	　Ｂ
	Ｃ
	Ｄ　
	無答・その他

	子どもの姿

	1 
	自分から遊びを見つけ，楽しんで遊んでいる。
	67.5
	25.0
	5.0
	0.0
	2.5

	
	2 
	友だちと一緒に遊ぶことが好きである。
	75.0
	10.0
	12.5
	0.0
	2.5

	
	3 
	体を動かして遊ぶことが好きである。
	62.5
	30.0
	5.0
	0.0
	2.5

	
	4 
	絵本やお話が好きである。
	57.5
	20.0
	17.5
	0.0
	5.0

	
	5 
	先生や友達の話をよく聞いている。
	20.0
	47.5
	30.0
	0.0
	2.5

	
	6 
	友だちや命あるものに思いやりの気持ちをもって接している。
	35.0
	47.5
	15.0
	0.0
	2.5

	
	7 
	先生や友達とあいさつしている。
	20.0
	55.0
	22.5
	0.0
	2.5

	園・先生の様子
	1 
	子どもが安心して通える幼稚園である。
	82.5
	17.5
	0.0
	0.0
	0.0

	
	2 
	一人一人の発達に沿った援助（指導）がなされている。（子どもの発達がよくわかる）
	65.0
	30.0
	5.0
	0.0
	0.0

	
	3 
	子どもの良いところを認め励ましている。
	82.5
	17.5
	0.0
	0.0
	0.0

	
	4 
	子どもが楽しんで遊べる環境づくりに努力している。
	85.0
	15.0
	0.0
	0.0
	0.0

	
	5 
	子どものことについて何でも相談しやすい雰囲気がある。
	70.0
	22.5
	5.0
	0.0
	2.5

	
	6 
	教育目標「心豊かに幼稚園生活を楽しみ，自己発揮する子どもの育成」の実現に努めている。
	75.0
	22.5
	0.0
	0.0
	2.5

	
	7 
	園の保育参観や懇談会，幼稚園だよりやホームページなどから，園の取組や大事にしていることや子どもの様子がよくわかる。
	75.0
	22.5
	0.0
	0.0
	2.5

	連携
	1 
	早寝早起き朝ごはんなどの望ましい生活習慣が身につくよう努力している。
	62.5
	27.5
	7.5
	2.5
	0.0

	
	2 
	幼稚園は，家庭と連携し，子どもの成長を支えている。
	72.5
	22.5
	5.0
	0.0
	0.0

	
	3 
	園行事（参観・懇談など）に参加しやすい。
	60.0
	32.5
	7.5
	0.0
	0.0


3． 自己評価

「豊かな経験を通し，主体的に遊ぶ子どもの育成」について

「子どものよいところを認め励ましている」「子どもが楽しんで遊べる環境づくりに努力している」等でアンケートでよい評価をいただいており，教員が一人一人の子どもを大切にし，その成長を支えていきたいと願い，様々な環境づくりに努力してきたことが十分に理解されています。しかし，「一人一人の発達に沿った援助（指導）がなされている」については少人数でもどちらともいえないと感じている保護者がいることは，大きな課題でと考えています。異年齢交流を通して，仲間意識が育ってきており，保護者にもその意義が伝わってきてます。
「コミュニケーション能力の育成」について

コミュニケーション能力の育成として，西院幼稚園では親子で絵本を楽しむことに取り組んでおり，絵本１００冊の達成や，親子絵本貸出，また絵本ボランティアの活動が実践されてきました。しかし，言葉で表現する意欲や，相手の話を聞く態度などについては，「先生や友達とあいさつしている」「先生や友達の話をよく聞いている」のアンケート項目からも分かるように，今後も，家庭と連携しながらより重点的に取り組んでいく必要があると考えています。

「多様な動きの獲得や体力・運動能力の基礎を培う保育の実践」について
幼稚園では，文部科学省が昨年出した「幼児運動指針」を意識して保育に取り組んでします。様々な遊びや生活の中で体を動かすことを楽しみつつ，多様な動きの獲得や，体力・運動能力の基礎を培いたいと，戸外での遊びや遊戯室での体を使った遊びに取り組んでいます。　　

教員からは多様な動きの獲得と，運動能力とのつながりの意識をもっと高めていきたい，今後より研鑽に努めたいとの意見が出ました。

また，子どもたちが「体を動かして遊ぶこと」と，「望ましい生活習慣」は車の両輪の関係ですが，今後も，保護者との連携し，家庭でも望ましい生活習慣が身につくように努力いていただいただくことが大切であると思います。
4． 学校運営協議会の皆様から

· 教育目標については，保護者によく理解してもらい，園の方針を理解してもらえてることが分かります
· 一人一人に応じた教育が公立幼稚園の特徴と思うが，先生方のご苦労も感じます。
· 保護者のアンケートから見ると前期よりも後期のほうが様々なことに対する意識が薄れてきているように感じます。家庭教育講座などで，後半にも園が必要を感じることには啓発ができるとよいですね。

· 今年度は公園で遊ぶ子どもたちの姿をよく見かけ，地域としては子どもの声がして嬉しく思いました。体を動かすことにつて，先生方の工夫も感じました。

· 預かり保育につては，いざという時に預かってもらえる安心感が大きいと思います。
